
37

編 集 後 記

2023 年 5 月に新型コロナ感染症の分類が 5 類感染症の位置づけに変更されてから

1 年が経過しました。2022 年 2 月に始まったロシアのウクライナ侵攻は，現在も続い

ており長期化の様相を呈しています。エネルギーや資源を取り巻く環境は，依然厳しい

状況が続いています。

本学においては，2022 年度からの段階的な教育・研究活動の再開に伴い，昨年度の

総エネルギー投入量は 2022 年度比で 0.27％の減少となり，コロナ禍前の 2019 年度

と比較すると 7.06％減少しました。エアコンや照明のリプレイスなど，様々な省エネル

ギー対策を行ってきた成果であると認識しています。しかしながら，これまでに実施し

てきた省エネルギー対策を継続するだけでは，エネルギー使用量の削減目標を達成する

ことはできません。

このような厳しい状況でありますが，名古屋工業大学では学生や教職員が一体となり，

効果的にエネルギーを活用して大学の活動を活性化しつつ，SDGs の視点を意識しなが

ら環境への過剰な負荷削減に努力し，環境問題をはじめとする社会の課題解決に貢献す

る教育および研究に邁進します。

最後ではありますが，本報告書の作成にご尽力いただきました教職員・学生の皆様に厚

く御礼を申し上げます。

 ２０２４年９月  名古屋工業大学環境対策委員会委員長 日原 岳彦

名古屋工業大学では，環境負荷低減に向けた活動の一環として，

環境報告書を公表しています。

名古屋工業大学ホームページ掲載 URL

https://www.nitech.ac.jp/intro/kankyo/hokoku.html
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対象範囲 ： 御器所団地 千種団地 多治見団地

対象期間 ： ２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日
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